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１．研究計画の概要 
 実用的な人工栽培技術の確立に至ってい
ない菌根性きのこ類であるマツタケ，ショウ
ロ，イグチ類，キシメジ類，ハツタケ類，ツ
チグリ，ホウキタケ類，コウタケ類について，
菌根合成苗を大量に作出し，ポット順化を経
て，苗畑，林地に確実に根づかせる実用技術
の開発を行う． 
 
２．研究の進捗状況 
（1）過去に菌根苗の野外順化に成功してい
るきのこ類：H19年度，ショウロ，アミタケ，
クマシメジで培養菌糸体用いたアカマツ無
菌実生との菌根合成により，旺盛な菌根発達
が見られる苗を夫々80-100本を得て，ポット
に移植しガラス温室での順化に成功した．翌
20年度，ガラス温室内で土壌温度制御装置を
制作しポット土壌温度を制御して養苗した
結果，順化苗の殆どを順調に生育させること
ができた．翌 21 年度，それら順化苗から選
抜したそれぞれ 30-40本をより大型のポット
に移植し，同条件下と野外マツ林下において
養苗した結果，両条件下で苗の継続的な成長
が確認され，土壌温度制御装下においてより
旺盛な苗成長が見られた． 
（2）過去に菌根苗の室内形成に成功してい
るマツタケとツチグリ：H19年度，マツタケ
では，長野県産の 6菌株より選抜した 3菌株
で菌根合成を行い，既存株に比べ数倍の菌根
量が認められる菌株を確認できた．ツチグリ
でも，菌株間でコロニー形成速度に差が見ら
れ，菌株選抜の重要性質が推察された．翌 20
年度，ツチグリの胞子接種法について検討し，
菌根合成法と同様に有効な事を明らかにし
た．マツタケについては，小型ポットの系で

因子分析を目的に実験を行い，土壌水分含量，
マツ実生の植え付け時期，菌株と土壌組成の
組み合わせの最適化を図る事で，菌根量が大
きく異なる事を明らかにした．翌 21 年度，
ツチグリについて，種々の樹木実生との菌根
苗を用容易に作出できること，胞子では最適
な胞子濃度があることを明らかにし，菌根苗
を効率的に生産する基盤技術を確立した． 
（3）人工的な菌根形成の殆ど知られていな
い分類群：これまで殆ど成功例の知られてい
ないタマゴタケ類やアンズタケを含む，多様
な菌種で培養株を確立できた．H20年度より
菌根合成実験を開始し，タマゴタケ類とアカ
マツとの菌根合成に成功し，ガラス温室での
順化を開始した． 
 
３．現在までの達成度 
（1）過去に菌根苗の野外順化に成功してい
るきのこ類：②おおむね順調に進展している． 
本部分については，当初の年次計画に沿って
実験が遂行されている． 
（2）過去に菌根苗の室内形成に成功してい
るマツタケとツチグリ：④遅れている．本部
分については，当初予定していた H21年度の
室内実験（苗の量産化）が，計画年度を前倒
しした信州大学農学部実験棟改修工事の遂
行に伴う実験室の部分閉鎖（10ヶ月）を余儀
なくされ，割愛せざるを得なかった． 
（3）人工的な菌根形成の殆ど知られていな
い分類群：①当初の計画以上に進展している． 
培養の困難さから当初計画では列挙しなか
ったタマゴタケ類やアンズタケ（ともに国際
的な市場価値がきわめて高い）の培養・菌根
合成に成功するなど，著しい成果が得られて
いる． 
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４．今後の研究の推進方策 
（1）過去に菌根苗の野外順化に成功してい
るきのこ類：年次計画に沿って研究を遂行し，
子実体発生の現象解明を目指す． 
（2）過去に菌根苗の室内形成に成功してい
るマツタケとツチグリ：ツチグリについては，
ガラス温室下での順化条件について詰めの
実験を行うとともに，胞子接種法について多
角的な検証を行う．マツタケについては，早
急に in vitroでの苗生産を再開し，順化条件に
ついての検討を進める． 
（3）人工的な菌根形成の殆ど知られていな
い分類群：タマゴタケ類とアンズタケを中心
に，菌根合成法の効率化と菌根苗の順化方法
の確立を目指す． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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